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Ⅰ 先進的なIoT及び人材育成の推進 
 
Ⅱ 次世代人工知能の推進 
 
Ⅲ 我が国発のイノベーション創出の取組 
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総務省関連機関の人工知能関係の研究拠点 

 言語・文化・能力・距離・臨場感

の壁を越え、心が通うコミュニケー

ション、すなわちユニバーサルコ

ミュニケーションの実現のため 

の研究開発を推進するために、 

平成12年に開設。 

 インターネット上の大量の情報を

自動的に解析し、質問者に有益な

回答を提示するデータ解析技術や、

多言語音声翻訳技術等の研究 

開発を推進。 

NICT ユニバーサル 
コミュニケーション研究所 

所在地：京都府相楽郡精華町 

NICT 脳情報通信融合
研究センター 

 脳科学を情報通信技術（ICT）の
研究に応用することを目的として、

平成25年に開設。 

 脳機能計測技術や、脳活動か

ら脳の処理情報を把握する技術、

脳の仕組みを活用したネットワー

ク制御技術等の研究開発を推進。 

 

所在地：大阪府吹田市 
（大阪大学内） 

 電気通信分野における基礎的、 

独創的な研究を推進し、広く社会に

貢献するために、昭和61年に開設

（平成元年に現在地に移転）。 

 脳情報科学や生活支援ロボット、

無線通信などの情報通信分野で 

最先端の研究開発を推進。 

 

(株)国際電気通信基礎技術
研究所（ATR） 

所在地：京都府相楽郡精華町 
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人工知能分野の国際競争力確保の基本戦略 20

 我が国が人工知能分野で国際競争力を確保していくため、
①様々な分野で蓄積されているIoTデータを集める仕組みを早期に構築し、高品質なビッグデータ／スモールデータ
を集積。

②これを基に革新的な人工知能技術として新たなアルゴリズム、脳型AIチップ等の開発を加速するとともに、新しい
サービスやビジネスの創出を促進。

 また、集積される大規模なIoTデータの中から、③大学等の若手研究者が自由に扱えるオープンデータを整備する
ことにより、独創的なアイデアの創出を促進するとともに、データサイエンティストや倫理的問題等を扱える人材を
早急に育成。



             

○ IoT/ビッグデータ（BD）/人工知能（AI）により産業構
造の変革を迫る「第４次産業革命」が急速に進行。欧米
では産学官をあげ取組を加速。 

○ 国際競争力確保のため、IoTで収集したデータをAIで解
析することで新たな価値創出を図る基盤となるIoT/BD/AI
情報通信プラットフォーム」構築が急務。 

【これまでの取組・現状】  【目標・成果イメージ】  
○様々な産業分野に応じた先進的な利活用モデルを構築、
国際標準を獲得するとともに、「IoT/BD/AI情報通信プ
ラットフォーム」の構築と社会実装を行う。 

○多様な分野で人間と自在な対話が可能な次世代サービス
等のAI技術を活用した新たなサービスが実現。 

「IoT/BD/AI情報通信プラットフォーム」社会実装推進事業 21 

【H29要望額：12.0億円 】 

様々な産業分野において、データ収集とＡＩ解析による価値創出を促進するため、利活用分野に応じたＡＰＩを
備えた 「IoT/BD/AI情報通信プラットフォーム」 を構築し、産学官のオープンイノベーションによる先進的利
活用モデルの開発や社会実装、国際標準化を推進する。 
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ご清聴ありがとうございました。 
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